
R
４

年
度

共
通

取
組

テ
ー

マ
【

医
療

・
介

護
関

係
者

間
の

情
報

共
有

の
推

進
】

　
報

告
書

北
区

・
上

京
区

在
宅

医
療

・
介

護
連

携
支

援
セ

ン
タ

ー

セ
ン

タ
ー

名
現

状
，

課
題

場
面

目
標

具
体

的
な

取
組

圏
域

内
の

介
護

事
業

所
の

感
染

症
対

応
力

が
不

十
分

な
た

め
地

域
生

活
の

継
続

が
困

難
に

な
る

ケ
ー

ス
が

発
生

し
て

い
る

。
医

療
機

関
と

の
連

携
に

よ
り

正
し

い
知

識
を

共
有

し
、

技
術

を
標

準
化

す
る

こ
と

で
、

施
設

や
訪

問
事

業
所

で
の

ク
ラ

ス
タ

ー
発

生
や

介
護

サ
ー

ビ
ス

提
供

休
止

を
防

止
す

る
必

要
が

あ
る

。

① ② ③

コ
ロ

ナ
禍

に
お

け
る

【
医

療
・

介
護

関
係

者
間

の
情

報
共

有
の

推
進

】
・

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
応

に
お

い
て

、
介

護
事

業
所

が
医

療
機

関
と

必
要

な
情

報
の

や
り

と
り

が
で

き
、

適
切

で
安

全
な

介
護

が
提

供
で

き
る

。
・

介
護

事
業

所
が

感
染

症
に

つ
い

て
、

正
し

い
知

識
と

標
準

化
し

た
技

術
を

も
っ

て
適

切
に

対
応

す
る

こ
と

が
で

き
、

地
域

で
の

く
ら

し
を

守
る

こ
と

が
で

き
る

。

＜
知

識
の

共
有

と
技

術
の

標
準

化
＞

・
資

料
作

成
配

布
と

研
修

の
実

施
（

昨
年

か
ら

の
継

続
）

病
院

と
在

宅
に

か
か

わ
る

多
職

種
と

情
報

共
有

と
相

互
理

解
の

機
会

が
不

足
地

域
の

多
職

種
か

ら
病

院
の

医
師

や
看

護
師

、
相

談
部

門
と

の
連

携
が

難
し

い
と

い
う

声
が

長
年

に
わ

た
っ

て
続

い
て

い
る

。
ま

た
、

コ
ロ

ナ
禍

に
よ

っ
て

さ
ら

に
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
取

り
に

く
く

な
っ

て
い

る
。

双
方

の
理

解
、

顔
の

見
え

る
関

係
づ

く
り

が
必

要
で

あ
る

① ② ③ ④

入
退

院
支

援
・

日
常

の
療

養
支

援
に

お
け

る
【

医
療

・
介

護
関

係
者

間
の

情
報

共
有

の
推

進
】

・
病

院
と

在
宅

療
養

関
係

者
の

間
に

互
い

に
顔

の
見

え
る

関
係

が
で

き
、

入
退

院
支

援
に

関
す

る
必

要
な

情
報

の
や

り
と

り
が

で
き

る
こ

と
で

、
切

れ
目

な
い

療
養

支
援

が
円

滑
に

行
え

る
。

＜
情

報
共

有
、

交
流

機
会

の
提

供
＞

・
病

院
と

在
宅

療
養

に
関

わ
る

多
職

種
が

相
互

理
解

を
深

め
「

顔
の

見
え

る
関

係
づ

く
り

」
の

機
会

と
な

る
対

面
の

場
を

設
け

る
。

（
研

修
＋

懇
談

会
等

）

北
区

・
上

京
区

＜
9

月
末

時
点

＞

取
組

状
況

考
察

●
資

料
作

成
配

布
　

感
染

症
発

生
時

の
対

応
に

つ
い

て
、

一
定

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
共

有
の

た
め

の
フ

ロ
ー

チ
ャ

ー
ト

や
感

染
症

発
生

に
備

え
て

、
準

備
し

て
お

く
べ

き
物

品
や

利
用

者
の

情
報

等
を

地
域

の
事

業
所

と
一

緒
に

検
討

・
作

成
し

た
。

ま
た

、
そ

れ
ら

を
用

い
て

専
門

職
向

け
の

研
修

を
行

っ
た

。

●
専

門
職

対
象

研
修

に
つ

い
て

は
感

染
予

防
に

つ
い

て
の

基
本

と
そ

の
時

点
に

お
け

る
最

新
の

知
見

に
つ

い
て

医
師

か
ら

説
明

し
、

実
際

に
ク

ラ
ス

タ
ー

が
発

生
し

た
施

設
の

振
り

返
り

を
行

っ
た

。
・

北
区

内
居

住
系

施
設

　
「

新
型

コ
ロ

ナ
感

染
症

対
応

事
例

の
振

り
返

り
と

学
習

会
」

・
訪

問
介

護
事

業
所

　
「

ヘ
ル

パ
ー

が
留

意
す

べ
き

感
染

予
防

対
策

～
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
　

他
」

●
地

域
住

民
対

象
研

修
に

つ
い

て
は

、
地

域
活

動
を

担
う

民
生

児
童

委
員

と
老

人
福

祉
員

を
対

象
に

、
少

人
数

で
自

由
に

話
し

合
う

雰
囲

気
で

の
研

修
を

行
っ

た
。

・
金

閣
す

こ
や

か
学

級
（

2
回

開
催

）
　

「
新

型
コ

ロ
ナ

感
染

症
の

予
防

と
対

応
」

・
地

域
支

援
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
 加

茂
に

カ
モ

ン
～

感
染

予
防

と
介

護
予

防
～

・
健

康
す

こ
や

か
学

級
事

業
実

務
者

研
修

会
　

「
ウ

ィ
ズ

コ
ロ

ナ
で

の
地

域
活

動
の

工
夫

」
・

成
逸

包
括

圏
域

（
成

逸
学

区
）

地
域

ケ
ア

会
議

　
「

コ
ロ

ナ
に

負
け

ず
、

暑
さ

に
負

け
ず

、
安

心
安

全
な

地
域

づ
く

り
」

・
成

逸
包

括
圏

域
（

桃
薗

学
区

）
地

域
ケ

ア
会

議
　

「
コ

ロ
ナ

に
負

け
ず

、
暑

さ
に

負
け

ず
、

安
心

安
全

な
地

域
づ

く
り

」

新
型

コ
ロ

ナ
感

染
症

の
予

防
と

感
染

発
生

時
の

対
応

策
を

テ
ー

マ
と

し
て

、
専

門
職

や
地

域
住

民
対

象
の

研
修

会
を

実
施

し
た

こ
と

で
、

今
地

域
が

必
要

と
し

て
い

る
情

報
の

共
有

を
し

な
が

ら
日

常
的

な
医

療
と

介
護

の
連

携
に

繋
げ

る
こ

と
が

で
き

て
い

る
。

●
専

門
職

対
象

研
修

「
繰

り
返

す
こ

と
の

意
義

」
感

染
予

防
に

つ
い

て
の

基
本

は
、

昨
年

来
、

同
様

の
研

修
を

行
っ

て
き

た
が

、
繰

り
返

す
こ

と
が

不
安

軽
減

に
つ

な
が

る
と

の
意

見
が

参
加

者
側

か
ら

も
多

く
聞

か
れ

た
。

「
情

報
の

整
理

」
次

々
と

出
て

く
る

新
し

い
情

報
を

整
理

し
て

、
解

説
と

と
も

に
共

有
す

る
こ

と
は

、
技

術
、

知
識

の
標

準
化

の
た

め
に

役
立

っ
て

い
る

と
評

価
す

る
。

「
経

験
の

共
有

」
上

半
期

の
研

修
に

は
、

ク
ラ

ス
タ

ー
が

発
生

し
た

施
設

の
経

験
を

振
り

返
り

、
医

師
か

ら
の

助
言

を
共

有
す

る
内

容
も

盛
り

込
ん

だ
が

、
現

場
か

ら
の

報
告

に
よ

り
、

そ
れ

ぞ
れ

が
、

よ
り

一
層

自
分

事
と

し
て

、
備

え
や

対
応

に
取

り
組

む
た

め
の

動
機

づ
け

に
な

っ
た

と
考

え
る

。

●
地

域
住

民
対

象
研

修
一

人
ひ

と
り

が
日

常
生

活
の

中
で

で
き

る
感

染
予

防
や

、
地

域
イ

ベ
ン

ト
開

催
時

の
注

意
事

項
を

説
明

し
、

そ
の

後
各

地
域

の
実

情
に

合
わ

せ
て

話
し

合
い

を
行

っ
た

こ
と

で
、

地
域

役
員

へ
の

支
援

と
な

っ
た

と
考

え
る

。
ま

た
、

行
政

か
ら

出
さ

れ
る

感
染

時
の

対
応

や
ワ

ク
チ

ン
に

関
す

る
情

報
を

、
丁

寧
に

説
明

し
、

質
問

に
答

え
る

機
会

と
し

た
。

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
で

配
信

さ
れ

て
い

る
情

報
が

、
ま

だ
周

知
さ

れ
に

く
い

状
況

で
あ

る
こ

と
も

わ
か

っ
た

。

現
時

点
で

の
活

動
は

行
っ

て
い

な
い

。
年

度
内

の
対

面
で

の
交

流
機

会
を

持
つ

こ
と

を
予

定
し

て
い

る
。

【
場
面
】
①
日
常
の
療
養
支
援

②
入
退
院
支
援

③
急
変
時
の
対
応

④
看
取
り

在
宅

医
療
・

介
護

連
携

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
　

　
　

第
１

回
（

R
6
.
1
.
3
1
）

 
資

料
２



R
４

年
度

共
通

取
組

テ
ー

マ
【

医
療

・
介

護
関

係
者

間
の

情
報

共
有

の
推

進
】

　
報

告
書

北
区

・
上

京
区

在
宅

医
療

・
介

護
連

携
支

援
セ

ン
タ

ー

　
　

　
次

年
度

以
降

に
向

け
て

今
後

も
引

き
続

き
連

携
の

基
盤

で
あ

る
「

情
報

共
有

」
を

意
識

し
て

、
連

携
促

進
の

取
り

組
み

を
す

す
め

て
い

く
。

＜
３

月
末

時
点

＞

取
組

状
況

考
察

コ
ロ

ナ
禍

に
お

け
る

【
医

療
・

介
護

関
係

者
間

の
情

報
共

有
の

推
進

】
●

専
門

職
対

象
研

修
に

つ
い

て
　

新
型

コ
ロ

ナ
感

染
症

だ
け

で
な

く
、

季
節

的
に

流
行

し
や

す
い

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
、

ノ
ロ

ウ
ィ

ル
ス

感
染

症
も

含
め

て
研

修
を

行
い

情
報

と
基

本
知

識
を

共
有

し
た

。
　

・
1

0
月

2
4

日
　

「
十

四
軒

町
の

家
」

職
員

対
象

研
修

  
  
  

  
  

  
  

  
  
  

  
  

「
ノ

ロ
ウ

ィ
ル

ス
感

染
症

の
予

防
の

対
応

」
　

・
1

2
月

1
7

日
　

乾
隆

包
括

職
員

・
サ

高
住

職
員

対
象

  
  
  

  
  

  
  

  
  
  

  
  

「
新

型
コ

ロ
ナ

感
染

症
と

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
」

　
・

3
月

2
3

日
　

　
訪

問
看

護
/
介

護
事

業
所

の
職

員
向

け
に

  
  
  

  
  

  
  

  
  
  

  
  

「
在

宅
で

出
会

う
こ

と
の

多
い

感
染

症
へ

の
対

応
」

  
  
  

  
  

  
  

  
  
  

  
  

（
在

宅
医

療
推

進
協

議
会

と
の

共
催

）

●
地

域
住

民
対

象
研

修
に

つ
い

て
　

上
半

期
に

つ
づ

き
学

区
の

市
域

ケ
ア

会
議

と
し

て
民

生
委

員
、

老
人

福
祉

委
員

、
自

治
会

役
員

な
ど

を
対

象
と

す
る

研
修

を
お

こ
な

い
新

型
コ

ロ
ナ

、
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

へ
の

予
防

と
対

応
、

お
よ

び
行

政
か

ら
の

最
新

の
情

報
を

わ
か

り
や

す
く

説
明

し
た

。
　

・
成

逸
包

括
（

聚
楽

学
区

）
地

域
ケ

ア
会

議
  
  
 「

コ
ロ

ナ
と

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
ダ

ブ
ル

で
予

防
」

●
新

型
コ

ロ
ナ

感
染

症
に

関
し

て
、

行
政

か
ら

の
指

示
が

頻
回

に
変

更
に

な
り

、
ま

た
各

事
業

の
自

主
判

断
の

部
分

が
多

く
な

っ
て

い
く

状
況

の
中

で
、

繰
り

返
し

感
染

症
予

防
の

原
則

を
伝

え
、

そ
の

時
々

の
最

新
情

報
の

提
供

を
行

っ
た

こ
と

は
有

意
義

で
あ

っ
た

と
考

え
る

。
陽

性
者

発
生

時
の

相
談

件
数

の
減

少
は

、
経

験
や

研
修

を
積

ん
で

自
主

的
な

判
断

が
適

切
に

行
え

る
よ

う
に

な
っ

た
結

果
と

考
え

ら
れ

る
。

●
行

政
か

ら
の

情
報

は
、

地
域

住
民

に
市

民
新

聞
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
、

回
覧

板
等

で
広

報
さ

れ
て

い
る

が
、

高
齢

者
に

は
、

な
か

な
か

タ
イ

ム
リ

ー
に

伝
わ

り
に

く
い

。
特

に
、

医
療

に
関

す
る

情
報

に
関

し
て

は
地

域
包

括
と

協
力

し
て

適
切

な
時

期
に

、
簡

潔
に

住
民

に
伝

え
る

機
会

と
な

っ
た

。
ま

た
、

地
域

役
員

と
顔

の
見

え
る

関
係

づ
く

り
の

機
会

と
も

な
っ

た
。

今
後

も
、

継
続

的
に

行
っ

て
い

き
た

い
。

入
退

院
支

援
・

日
常

の
療

養
支

援
に

お
け

る
【

医
療

・
介

護
関

係
者

間
の

情
報

共
有

の
推

進
】

　
●

北
・

上
東

・
西

陣
医

師
会

、
在

宅
医

療
推

進
事

業
と

の
協

力
で

冊
子

「
れ

ん
け

い
」

を
発

行
し

医
療

介
護

関
係

者
に

配
布

し
、

互
い

の
連

絡
先

の
共

有
、

用
語

の
共

有
が

で
き

る
よ

う
に

し
た

。

●
冊

子
「

れ
ん

け
い

」
を

作
成

、
医

療
介

護
機

関
双

方
に

配
布

し
、

「
連

絡
先

が
明

確
に

な
っ

た
」

「
連

携
の

意
味

を
改

め
て

考
え

た
」

「
連

絡
時

に
用

語
集

が
役

立
つ

」
な

ど
の

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
を

両
サ

イ
ド

か
ら

得
た

。
情

報
共

有
促

進
の

一
助

に
な

っ
た

も
の

と
評

価
す

る
。



R
４

年
度

共
通

取
組

テ
ー

マ
【

医
療

・
介

護
関

係
者

間
の

情
報

共
有

の
推

進
】

　
報

告
書

左
京

区
在

宅
医

療
・

介
護

連
携

支
援

セ
ン

タ
ー

セ
ン

タ
ー

名
現

状
，

課
題

場
面

目
標

具
体

的
な

取
組

左
京

区

現
状

：
左

京
区

内
に

は
、

大
学

病
院

を
は

じ
め

各
種

特
徴

の
あ

る
専

門
病

院
が

複
数

存
在

し
て

い
る

が
、

そ
の

役
割

や
機

能
が

周
知

出
来

て
い

な
い

。

課
題

：
各

病
院

の
役

割
や

機
能

、
病

棟
の

種
類

、
相

談
や

連
携

方
法

を
介

護
福

祉
関

係
者

が
知

る
場

が
な

い
。

②

【
医

療
・

介
護

関
係

間
の

情
報

共
有

の
推

進
】

～
入

退
院

支
援

～
〇

入
退

院
場

面
に

お
い

て
、

地
域

の
先

生
方

や
介

護
福

祉
関

係
者

等
が

、
病

院
が

地
域

で
担

っ
て

い
る

役
割

や
病

棟
の

種
類

、
相

談
や

連
携

方
法

等
が

理
解

で
き

て
い

る
こ

と
で

、
在

宅
医

療
・

療
養

の
推

進
が

図
れ

る
。

・
区

内
1

3
病

院
そ

れ
ぞ

れ
の

医
療

機
関

の
特

徴
や

病
棟

編
成

、
相

談
す

る
際

の
連

携
方

法
な

ど
を

確
認

す
る

「
区

内
1

3
病

院
リ

レ
ー

研
修

会
」

の
開

催
（

毎
月

）
。

・
左

京
1

3
病

院
の

連
携

紹
介

冊
子

の
作

成
。

＜
9

月
末

時
点

＞

取
組

状
況

考
察

●
令

和
４

年
５

月
よ

り
第

１
回

を
オ

ン
ラ

イ
ン

で
開

始
。

毎
月

の
開

催
が

可
能

に
な

っ
て

い
る

。
　

こ
れ

ま
で

に
、

𠮷
川

病
院

・
い

わ
く

ら
病

院
・

京
都

大
原

記
念

病
院

・
川

越
病

院
・

日
本

バ
プ

テ
ス

ト
病

院
と

９
月

ま
で

に
５

病
院

が
終

了
し

て
い

る
。

　
　

発
表

は
、

地
域

連
携

担
当

者
や

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
・

看
護

師
が

主
で

あ
る

が
、

時
に

医
師

が
病

院
を

代
表

し
て

発
表

し
て

頂
け

る
場

面
も

あ
っ

た
。

　
初

回
の

𠮷
川

病
院

の
発

表
で

は
、

独
自

の
入

院
プ

ロ
グ

ラ
ム

「
２

泊
３

日
方

式
」

（
認

知
症

の
あ

る
方

の
整

形
手

術
入

院
）

を
発

表
さ

れ
非

常
に

大
き

な
反

響
が

あ
っ

た
。

　
参

加
者

は
、

こ
れ

ま
で

延
べ

約
3

2
3

名
と

な
っ

て
い

る
。

●
各

医
療

機
関

は
、

地
域

の
介

護
福

祉
従

事
者

向
け

の
研

修
会

の
開

催
の

経
験

は
な

く
、

非
常

に
緊

張
さ

れ
て

い
た

。
紹

介
の

パ
ワ

ー
ポ

イ
ン

ト
は

そ
れ

ぞ
れ

工
夫

を
さ

れ
た

力
作

と
な

っ
て

い
る

。
連

携
セ

ン
タ

ー
と

し
て

は
各

医
療

機
関

か
ら

統
一

さ
れ

た
情

報
が

提
供

で
き

る
よ

う
に

共
通

シ
ー

ト
を

作
成

し
、

連
携

場
面

で
の

担
当

者
や

連
絡

先
、

注
意

点
等

記
載

し
て

も
ら

っ
た

。
ま

た
、

そ
れ

ら
は

研
修

当
日

の
数

日
前

に
全

事
業

所
に

配
布

（
出

席
の

有
無

に
関

わ
ら

ず
）

し
て

い
る

。

●
発

表
の

日
時

は
、

基
本

的
に

医
療

機
関

が
決

定
し

て
い

る
。

開
催

案
内

は
連

携
セ

ン
タ

ー
よ

り
左

京
区

事
業

者
連

絡
会

に
入

会
登

録
さ

れ
て

い
る

事
業

所
等

、
左

京
区

内
の

全
介

護
福

祉
系

事
業

所
に

メ
ー

ル
（

一
部

F
A

X
）

に
て

２
度

（
１

カ
月

前
・

１
週

間
前

）
送

信
し

て
い

る
。

●
研

修
は

ど
な

た
で

も
参

加
自

由
で

、
事

前
申

込
も

行
わ

ず
、

Z
O

O
M

に
そ

の
時

参
加

出
来

る
方

が
参

加
す

る
形

式
を

と
っ

て
い

る
。

●
研

修
終

了
後

に
は

、
ア

ン
ケ

ー
ト

も
実

施
し

て
い

る
。

内
容

は
、

研
修

内
容

が
ど

う
で

あ
っ

た
か

ま
た

、
そ

の
理

由
を

自
由

記
載

し
て

も
ら

う
よ

う
に

し
て

い
る

他
、

ア
ン

ケ
ー

ト
内

の
質

問
に

つ
い

て
は

、
後

日
の

広
報

の
際

に
「

ア
ン

ケ
ー

ト
内

の
質

問
の

返
答

」
と

し
て

連
携

セ
ン

タ
ー

担
当

者
が

、
病

院
担

当
者

に
回

答
を

お
願

い
し

て
い

る
。

●
左

京
区

1
3

病
院

連
携

窓
口

紹
介

冊
子

（
仮

）
の

作
成

に
つ

い
て

は
、

全
て

の
病

院
の

発
表

が
終

了
し

た
時

点
で

作
成

に
か

か
り

た
い

と
考

え
て

い
る

。

●
開

始
後

、
毎

月
開

催
出

来
て

い
る

こ
と

で
、

「
リ

レ
ー

ト
ー

ク
」

自
体

が
地

域
の

関
係

者
に

周
知

・
認

知
さ

れ
、

承
認

さ
れ

つ
つ

あ
る

。
各

病
院

に
共

通
シ

ー
ト

を
作

成
し

て
も

ら
う

こ
と

で
、

よ
り

良
い

情
報

共
有

の
推

進
に

繋
が

っ
た

と
考

え
る

他
、

相
談

窓
口

の
担

当
者

等
の

存
在

が
は

っ
き

り
認

識
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

と
考

え
る

。
　

ま
た

、
参

加
者

の
意

見
と

し
て

「
コ

ロ
ナ

禍
で

病
院

（
連

携
室

）
と

の
出

入
り

が
少

な
く

な
っ

て
い

る
こ

と
で

、
リ

レ
ー

ト
ー

ク
は

今
の

時
代

に
は

ス
ト

ラ
イ

ク
の

取
り

組
み

で
あ

る
と

感
じ

て
い

る
。

本
当

に
イ

イ
取

組
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

す
。

」
と

い
っ

た
言

葉
も

頂
戴

出
来

て
い

る
こ

と
を

考
え

る
と

、
こ

う
い

っ
た

研
修

を
企

画
開

催
出

来
て

い
る

意
義

は
大

き
い

と
考

え
る

。

●
新

た
な

課
題

と
し

て
は

、
「

参
加

者
が

固
定

的
で

あ
る

こ
と

」
「

質
問

が
ほ

と
ん

ど
な

い
こ

と
」

「
精

神
科

病
院

発
表

時
に

参
加

者
が

少
な

い
」

等
を

感
じ

て
い

る
。

　
地

域
の

医
療

介
護

福
祉

に
携

わ
る

方
々

が
参

加
し

や
す

い
日

時
の

設
定

が
必

要
な

の
か

、
研

修
内

容
が

受
け

手
側

に
総

じ
て

マ
ッ

チ
し

な
い

の
か

、
き

ち
ん

と
案

内
が

共
有

さ
れ

て
い

な
い

の
か

等
、

リ
レ

ー
ト

ー
ク

を
継

続
し

て
い

く
た

め
に

は
、

次
の

展
開

（
研

修
内

容
、

テ
ー

マ
、

日
時

設
定

等
）

を
検

討
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

●
具

体
的

に
医

療
と

介
護

福
祉

従
事

者
と

の
日

常
的

な
連

携
の

事
例

を
通

し
て

、
良

か
っ

た
点

、
悪

か
っ

た
点

、
修

正
す

べ
き

点
を

分
析

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
が

、
そ

の
前

提
と

し
て

各
施

設
や

事
業

所
内

で
の

職
種

間
連

携
な

ど
小

さ
な

範
囲

か
ら

実
践

し
て

い
か

な
け

れ
ば

、
他

事
業

所
や

他
機

関
、

特
に

医
療

機
関

連
携

（
連

系
）

は
難

し
い

の
で

は
な

い
か

と
考

え
て

い
る

。
　

職
員

同
士

の
意

思
疎

通
や

情
報

共
有

、
包

括
で

言
え

ば
、

３
職

種
が

い
る

メ
リ

ッ
ト

等
を

考
え

る
時

、
自

分
の

身
近

な
と

こ
ろ

で
の

対
話

が
重

要
で

あ
り

、
そ

れ
が

連
携

の
基

本
の

基
本

と
い

う
当

た
り

前
の

考
え

方
を

研
修

会
の

中
で

も
伝

え
て

い
け

る
よ

う
に

し
た

い
と

考
え

て
い

る
。

【
場
面
】
①
日
常
の
療
養
支
援

②
入
退
院
支
援

③
急
変
時
の
対
応

④
看
取
り



R
４

年
度

共
通

取
組

テ
ー

マ
【

医
療

・
介

護
関

係
者

間
の

情
報

共
有

の
推

進
】

　
報

告
書

左
京

区
在

宅
医

療
・

介
護

連
携

支
援

セ
ン

タ
ー

　
次

年
度

以
降

に
向

け
て

●
こ

の
１

年
を

振
り

返
り

、
左

京
区

と
し

て
は

初
め

て
の

取
り

組
み

で
あ

っ
た

が
、

左
京

区
内

の
1

3
病

院
全

て
に

積
極

的
に

取
り

組
ん

で
も

ら
え

る
こ

と
が

出
来

た
。

　
病

院
側

も
、

地
域

と
の

交
流

や
連

携
に

つ
い

て
ど

こ
を

出
発

点
に

関
わ

っ
て

行
け

ば
い

い
の

か
分

か
ら

な
か

っ
た

と
の

意
見

も
あ

る
中

で
、

今
回

の
研

修
企

画
は

非
常

に
良

い
機

会
に

な
っ

た
と

考
え

る
。

　
こ

の
流

れ
を

止
め

ず
、

次
年

度
は

左
京

区
周

辺
の

病
院

に
も

拡
大

す
る

中
で

、
そ

の
地

域
担

当
の

連
携

支
援

セ
ン

タ
ー

と
の

協
働

や
区

を
跨

ぐ
事

業
所

間
の

情
報

共
有

に
発

展
し

て
行

け
れ

ば
と

考
え

る
。

　
ま

た
、

こ
れ

ま
で

は
病

院
側

か
ら

の
一

方
通

行
的

な
発

信
の

研
修

会
で

あ
っ

た
が

、
地

域
と

相
互

に
意

見
交

換
・

交
流

が
出

来
る

企
画

も
必

要
に

感
じ

る
と

こ
ろ

で
あ

る
他

、
こ

う
い

っ
た

研
修

の
効

果
を

図
る

指
標

や
可

視
化

が
非

常
に

難
し

い
が

、
色

々
な

場
面

で
の

変
化

を
連

携
の

ア
ン

テ
ナ

と
し

て
張

り
め

ぐ
ら

せ
キ

ャ
ッ

チ
し

て
い

き
た

い
と

考
え

て
い

る
。

＜
３

月
末

時
点

＞

取
組

状
況

考
察

●
上

半
期

同
様

に
1

0
月

以
降

も
予

定
通

り
に

京
都

民
医

連
あ

す
か

い
病

院
・

北
山

病
院

・
第

二
北

山
病

院
・

京
都

近
衛

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
病

院
・

洛
陽

病
院

・
京

都
大

学
医

学
部

附
属

病
院

・
脳

神
経

リ
ハ

ビ
リ

北
大

路
病

院
・

京
都

下
鴨

病
院

の
8

病
院

が
終

了
。

●
発

表
は

、
地

域
連

携
担

当
者

や
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

・
看

護
師

が
中

心
で

あ
っ

た
が

、
ほ

と
ん

ど
の

病
院

が
医

師
も

発
表

に
参

加
し

て
頂

け
る

場
面

が
多

く
医

師
自

身
が

地
域

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

少
し

で
も

図
れ

る
よ

う
に

と
積

極
的

な
ご

参
加

が
見

受
け

ら
れ

た
。

　
参

加
者

は
、

延
べ

約
5

0
0

名
と

な
っ

た
。

●
下

半
期

も
各

病
院

共
に

嗜
好

を
凝

ら
し

た
発

表
に

な
っ

て
い

た
。

　
あ

る
病

院
で

は
、

ユ
ー

チ
ュ

ー
ブ

画
像

を
取

り
入

れ
た

り
、

研
修

当
日

に
参

加
出

来
な

い
医

師
や

リ
ハ

職
員

が
事

前
に

ビ
デ

オ
録

画
に

よ
り

出
演

す
る

な
ど

、
こ

の
研

修
へ

の
注

目
度

が
、

発
表

者
側

に
も

大
き

な
影

響
を

与
え

て
い

る
と

考
え

る
。

●
特

に
医

師
の

参
加

は
上

半
期

よ
り

も
多

く
、

医
師

自
身

が
地

域
の

介
護

福
祉

関
係

者
と

の
交

流
や

連
携

の
場

面
を

大
切

に
し

た
い

と
感

じ
出

演
さ

れ
た

こ
と

を
確

認
し

た
。

こ
の

取
り

組
み

に
高

い
関

心
と

評
価

を
頂

け
て

い
る

と
考

え
る

。

●
こ

の
研

修
が

き
っ

か
け

に
な

っ
た

か
は

不
確

か
で

は
あ

る
が

、
研

修
前

は
連

携
室

や
相

談
室

に
直

通
電

話
が

設
置

さ
れ

て
い

な
か

っ
た

数
か

所
の

病
院

で
直

通
電

話
が

設
置

さ
れ

た
他

、
連

携
室

に
専

任
職

員
が

配
置

さ
れ

て
い

な
か

っ
た

１
カ

所
の

病
院

で
は

発
表

後
、

２
名

の
専

任
職

員
が

配
置

に
な

っ
た

と
こ

ろ
も

あ
っ

た
。

少
な

か
ら

ず
今

回
の

研
修

会
が

何
等

か
の

影
響

を
与

え
る

と
考

え
て

い
る

。

●
今

回
の

連
続

研
修

は
オ

ン
ラ

イ
ン

で
あ

っ
た

た
め

、
発

表
者

と
参

加
者

双
方

に
と

っ
て

参
加

し
や

す
か

っ
た

。
そ

の
一

方
で

、
時

間
や

曜
日

に
つ

い
て

、
訪

問
看

護
師

や
訪

問
介

護
の

事
業

所
、

通
所

サ
ー

ビ
ス

等
の

方
達

の
参

加
は

極
め

て
難

し
い

時
間

帯
の

開
催

に
な

っ
て

し
ま

っ
た

。

●
参

加
出

来
た

地
域

の
専

門
職

に
と

っ
て

は
、

こ
れ

ま
で

の
認

識
の

一
致

や
変

化
、

新
た

な
発

見
等

が
再

確
認

出
来

た
良

い
研

修
と

な
っ

た
と

考
え

る
。



R
４

年
度

共
通

取
組

テ
ー

マ
【

医
療

・
介

護
関

係
者

間
の

情
報

共
有

の
推

進
】

　
報

告
書

中
京

区
在

宅
医

療
・

介
護

連
携

支
援

セ
ン

タ
ー

セ
ン

タ
ー

名
現

状
，

課
題

場
面

目
標

具
体

的
な

取
組

中
京

区

【
現

状
】

・
令

和
3

年
度

に
実

施
し

た
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

の
ま

と
め

・
考

察
に

よ
り

中
京

区
内

の
医

療
介

護
連

携
に

お
け

る
課

題
を

抽
出

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

【
課

題
】

・
医

療
と

介
護

の
連

携
に

お
い

て
、

情
報

の
正

確
さ

や
IC

T
の

活
用

等
迅

速
さ

が
求

め
ら

れ
て

お
り

医
療

介
護

連
携

の
推

進
が

図
れ

る
よ

う
、

区
内

で
検

討
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

①

【
医

療
・

介
護

関
係

者
の

情
報

共
有

の
推

進
】

医
療

・
介

護
関

係
者

が
情

報
共

有
ツ

ー
ル

を
活

用
し

な
が

ら
互

い
に

必
要

な
情

報
を

迅
速

か
つ

正
確

に
共

有
し

、
在

宅
療

養
者

へ
の

適
切

な
支

援
を

行
う

事
が

で
き

る
。

①
令

和
４

年
度

の
運

営
会

議
に

て
情

報
共

有
に

お
け

る
課

題
へ

の
対

応
策

の
検

討
を

行
う

。
②

京
あ

ん
し

ん
ネ

ッ
ト

の
活

用
状

況
を

調
べ

活
用

す
る

事
業

所
を

増
や

す
た

め
の

研
修

を
開

催
③

IC
T

の
活

用
が

で
き

な
い

事
業

所
に

対
し

て
情

報
共

有
で

き
る

ツ
ー

ル
を

検
討

す
る

。

①
昨

年
取

り
ま

と
め

た
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

よ
り

、
医

療
・

介
護

間
の

急
変

時
の

情
報

共
有

に
つ

い
て

医
療

者
と

介
護

職
員

の
認

識
に

違
い

が
生

じ
て

い
る

こ
と

が
判

明
し

て
い

る
。

そ
の

た
め

、
運

営
会

議
に

て
課

題
（

急
変

時
の

対
応

に
つ

い
て

情
報

共
で

き
て

い
る

か
）

に
つ

い
て

の
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

を
実

施
し

た
。

②
９

月
２

６
日

中
京

区
内

医
療

・
介

護
関

係
者

を
対

象
と

し
た

合
同

勉
強

会
の

場
に

お
い

て
、

京
あ

ん
し

ん
ネ

ッ
ト

の
説

明
会

を
実

施
し

た
。

③
IC

T
の

利
用

に
つ

い
て

は
個

人
の

判
断

で
は

な
く

　
事

業
所

や
法

人
の

判
断

と
な

っ
て

く
る

こ
と

か
ら

難
し

い
面

が
あ

る
。

金
銭

面
の

課
題

が
活

用
促

進
を

妨
げ

る
要

因
の

一
つ

で
あ

る
こ

と
が

分
か

っ
た

。

①
昨

年
と

り
ま

と
め

た
ア

ン
ケ

ー
ト

で
は

、
医

師
は

「
情

報
共

有
が

出
来

て
い

な
い

」
と

考
え

て
い

る
割

合
が

高
い

が
、

介
護

職
員

側
で

は
「

情
報

共
有

が
出

来
て

い
る

」
と

の
割

合
が

高
く

、
「

出
来

て
い

な
い

」
と

い
う

回
答

は
な

か
っ

た
。

こ
の

こ
と

か
ら

、
介

護
職

員
側

は
現

場
で

関
係

者
と

直
接

か
か

わ
る

機
会

が
多

い
一

方
で

、
医

師
は

サ
ー

ビ
ス

担
当

者
会

議
へ

の
参

加
が

ご
く

少
数

で
あ

り
、

利
用

者
本

人
と

の
直

接
的

な
か

か
わ

り
が

少
な

く
、

他
人

事
に

な
っ

て
い

る
と

思
わ

れ
る

。
運

営
会

議
で

は
、

課
題

（
急

変
時

対
応

の
情

報
共

有
）

へ
の

対
応

に
つ

い
て

さ
ら

に
一

歩
踏

み
込

ん
で

、
「

介
護

職
員

が
訪

問
し

た
時

、
急

変
と

思
わ

れ
る

場
面

に
遭

遇
し

た
ら

ど
う

す
る

か
」

を
テ

ー
マ

に
、

①
急

変
と

は
ど

ん
な

場
面

か
②

何
を

観
察

す
る

の
か

③
ど

こ
に

連
絡

す
る

の
か

、
の

3
点

に
つ

い
て

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
を

行
っ

た
。

「
急

変
に

つ
い

て
明

確
な

基
準

が
必

要
」

、
「

連
絡

先
に

つ
い

て
リ

ス
ト

化
が

必
要

」
、

「
客

観
的

デ
ー

タ
を

伝
え

ら
れ

る
だ

け
の

知
識

が
必

要
」

と
い

っ
た

意
見

が
あ

っ
た

。
今

後
は

、
急

変
時

マ
ニ

ュ
ア

ル
や

観
察

ポ
イ

ン
ト

の
リ

ス
ト

化
、

伝
達

の
仕

方
な

ど
の

研
修

が
必

要
と

考
え

る
。

②
説

明
会

に
は

2
5

事
業

所
の

参
加

が
あ

り
、

そ
の

う
ち

9
事

業
所

は
京

あ
ん

し
ん

ネ
ッ

ト
を

登
録

済
で

あ
っ

た
。

京
あ

ん
し

ん
ネ

ッ
ト

の
事

を
初

め
て

知
っ

た
方

や
関

心
を

寄
せ

て
い

る
方

も
見

受
け

ら
れ

た
が

、
そ

の
場

で
す

ぐ
に

新
規

加
入

し
た

事
業

所
は

な
か

っ
た

。
ま

ず
は

、
か

か
り

つ
け

医
の

加
入

を
進

め
て

行
く

こ
と

が
必

要
と

思
わ

れ
る

。

③
情

報
共

有
ツ

ー
ル

の
ひ

と
つ

で
あ

る
紙

ベ
ー

ス
の

も
の

に
つ

い
て

は
、

様
式

を
見

や
す

く
、

使
い

や
す

い
ツ

ー
ル

に
す

る
こ

と
が

必
要

で
は

は
な

い
か

と
考

え
る

。
ま

た
、

金
銭

面
の

課
題

に
つ

い
て

は
、

IC
T

補
助

金
の

活
用

な
ど

、
情

報
を

提
供

し
IC

T
活

用
に

繋
げ

て
い

く
。

＜
9

月
末

時
点

＞

取
組

状
況

考
察

【
場
面
】

①
日
常
の
療
養
支
援

②
入
退
院
支
援

③
急
変
時
の
対
応

④
看
取
り



R
４

年
度

共
通

取
組

テ
ー

マ
【

医
療

・
介

護
関

係
者

間
の

情
報

共
有

の
推

進
】

　
報

告
書

中
京

区
在

宅
医

療
・

介
護

連
携

支
援

セ
ン

タ
ー

　
次

年
度

以
降

に
向

け
て

令
和

４
年

度
に

引
き

続
き

「
急

変
時

の
対

応
」

を
テ

ー
マ

と
し

て
掲

げ
、

　
「

医
療

者
で

な
く

て
も

判
断

で
き

る
よ

う
に

」
リ

ス
ト

作
成

に
取

り
掛

か
る

。
リ

ス
ト

作
成

の
メ

ン
バ

ー
の

選
出

は
直

接
利

用
者

の
支

援
を

行
っ

て
い

る
ヘ

ル
パ

ー
が

適
切

か
と

思
わ

れ
る

が
、

訪
問

介
護

、
通

所
介

護
に

携
わ

っ
て

い
る

職
員

の
人

員
不

足
な

ど
も

あ
り

応
じ

て
も

ら
え

る
か

不
安

要
素

と
な

っ
て

い
る

。
関

係
機

関
と

一
緒

に
話

を
し

な
が

ら
進

め
て

い
き

た
い

。

＜
３

月
末

時
点

＞

取
組

状
況

考
察

①
第

3
回

運
営

会
議

に
お

い
て

京
都

看
護

大
学

和
田

先
生

に
「

急
変

時
の

対
応

に
つ

い
て

」
の

講
義

を
依

頼
。

和
田

先
生

は
、

「
医

療
と

看
護

と
介

護
の

連
携

に
活

か
さ

れ
る

ホ
ー

ム
ヘ

ル
パ

ー
の

観
察

項
目

の
研

究
」

に
取

り
組

ん
で

お
ら

れ
る

こ
と

も
あ

り
「

医
療

従
事

者
で

な
く

て
も

判
断

で
き

る
よ

う
に

」
と

い
う

テ
ー

マ
で

ヘ
ル

パ
ー

や
家

族
が

客
観

的
に

観
察

で
き

る
よ

う
な

デ
ー

タ
観

察
と

伝
え

方
に

つ
い

て
話

さ
れ

た
。

②
医

師
か

ら
の

聞
き

取
り

で
、

多
く

の
関

係
者

と
S

N
S

で
患

者
情

報
を

共
有

す
る

こ
と

は
個

人
情

報
保

守
管

理
の

面
で

不
安

が
大

き
い

と
答

え
が

あ
っ

た
。

ま
た

介
護

事
業

者
へ

の
聞

き
取

り
で

は
コ

ス
ト

面
で

利
用

で
き

な
い

、
運

営
法

人
の

許
可

が
お

り
な

い
、

す
で

に
他

の
S

N
S

を
利

用
し

て
い

る
な

ど
を

聞
き

取
っ

た
。

IC
T

の
補

助
金

受
給

の
条

件
を

満
た

す
た

め
の

資
料

収
集

等
に

も
労

力
が

必
要

と
な

る
。

①
和

田
先

生
の

講
義

を
元

に
、

第
４

回
運

営
会

議
の

中
で

、
次

年
度

以
降

で
ヘ

ル
パ

ー
や

家
族

が
観

察
す

る
ポ

イ
ン

ト
（

目
で

見
て

声
を

か
け

て
、

痛
み

、
熱

、
呼

吸
の

様
子

、
水

分
摂

取
、

食
事

量
、

尿
量

、
便

の
状

態
な

ど
）

を
ま

と
め

た
、

家
族

、
医

療
関

係
者

、
介

護
事

業
所

で
共

有
で

き
る

個
別

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
の

作
成

を
検

討
す

る
こ

と
に

な
っ

た
。

リ
ス

ト
に

つ
い

て
は

紙
ベ

ー
ス

で
持

ち
運

び
し

や
す

い
形

で
作

成
。

②
京

あ
ん

し
ん

ネ
ッ

ト
な

ど
IC

T
の

活
用

に
つ

い
て

は
、

情
報

提
供

で
き

る
が

、
ヘ

ル
パ

ー
の

利
用

方
法

の
習

得
、

保
守

管
理

、
コ

ス
ト

面
な

ど
い

く
つ

か
の

課
題

が
あ

る
と

考
え

ら
れ

る
。

京
あ

ん
し

ん
ネ

ッ
ト

以
外

の
S

N
S

を
利

用
し

て
い

る
事

業
者

も
あ

り
、

す
で

に
活

用
し

や
す

い
も

の
で

広
が

り
が

み
ら

れ
る

。



R
４

年
度

共
通

取
組

テ
ー

マ
【

医
療

・
介

護
関

係
者

間
の

情
報

共
有

の
推

進
】

　
報

告
書

下
京

区
・

南
区

・
東

山
区

在
宅

医
療

・
介

護
連

携
支

援
セ

ン
タ

ー

セ
ン

タ
ー

名
現

状
，

課
題

場
面

目
標

具
体

的
な

取
組

下
京

区
・

南
区

・
東

山
区

・
運

営
会

議
や

研
修

会
を

通
し

て
、

在
宅

療
養

に
携

わ
る

医
療

・
介

護
関

係
者

の
入

退
院

支
援

つ
い

て
の

課
題

を
把

握
し

た
が

、
介

護
現

場
を

担
う

介
護

職
や

病
院

関
係

者
か

ら
入

退
院

支
援

に
係

る
意

見
を

把
握

す
る

機
会

が
少

な
か

っ
た

。
・

コ
ロ

ナ
禍

の
影

響
で

、
病

院
や

在
宅

療
養

に
携

わ
る

医
療

・
介

護
関

係
者

が
従

来
行

っ
て

き
た

情
報

交
換

（
面

談
や

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
等

）
が

十
分

に
で

き
な

く
な

っ
て

い
る

。
そ

の
た

め
関

係
者

が
入

退
院

支
援

で
困

る
場

面
が

多
い

。
関

係
者

間
の

入
退

院
連

携
シ

ス
テ

ム
の

構
築

に
つ

い
て

検
討

し
た

い
が

、
関

係
者

が
一

堂
に

会
す

る
機

会
が

な
く

、
問

題
提

起
や

課
題

の
掘

り
下

げ
が

難
し

い
。

②

【
医

療
・

介
護

関
係

者
の

情
報

共
有

の
推

進
】

病
院

と
在

宅
療

養
に

携
わ

る
医

療
・

介
護

関
係

者
間

で
入

退
院

時
の

連
携

シ
ス

テ
ム

が
構

築
で

き
る

・
在

宅
療

養
に

携
わ

る
医

療
・

介
護

関
係

者
間

で
地

域
の

実
情

を
加

味
し

た
意

見
交

換
が

さ
れ

る
・

関
係

者
間

の
入

退
院

に
関

す
る

課
題

が
共

有
さ

れ
、

入
退

院
時

連
携

シ
ス

テ
ム

に
つ

い
て

の
討

議
が

な
さ

れ
る

・
運

営
会

議
の

構
成

員
を

変
更

（
病

院
関

係
者

、
介

護
職

等
を

追
加

)
・

病
院

地
域

連
携

担
当

者
会

議
の

開
催

・
上

記
会

議
で

病
院

連
携

担
当

者
が

感
じ

て
い

る
課

題
を

集
約

し
、

病
院

連
携

担
当

者
と

介
護

関
係

者
の

意
見

交
換

会
を

実
施

す
る

[セ
ン

タ
ー

主
催

の
会

議
]

・
セ

ン
タ

ー
内

会
議

4
回

/
年

・
運

営
会

議
4

回
/
年

・
病

院
の

地
域

連
携

担
当

者
会

議
の

開
催

・
病

院
・

在
宅

療
養

に
携

わ
る

医
療

・
介

護
関

係
者

等
に

よ
る

意
見

交
換

会
の

実
施

【
病

院
地

域
連

携
担

当
者

会
議

の
開

催
】

・
当

連
携

セ
ン

タ
ー

担
当

エ
リ

ア
で

は
病

院
連

携
室

間
で

連
絡

を
取

り
合

う
体

制
が

な
い

た
め

、
会

議
開

催
に

あ
た

っ
て

1
7

病
院

の
連

携
担

当
者

を
訪

問
し

会
議

開
催

の
主

旨
等

に
つ

い
て

説
明

す
る

と
と

も
に

、
病

院
側

が
感

じ
て

い
る

課
題

に
つ

い
て

聴
き

取
り

調
査

を
行

っ
た

。
・

6
月

2
9

日
に

Z
O

O
M

で
会

議
を

開
催

し
た

。
会

議
で

は
各

病
院

よ
り

病
院

の
体

制
等

を
紹

介
し

て
い

た
だ

き
、

「
介

護
関

係
者

と
の

連
携

で
病

院
が

感
じ

て
い

る
課

題
」

に
つ

い
て

意
見

交
換

を
行

っ
た

。
ま

た
、

居
宅

介
護

支
援

事
業

所
と

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

の
希

望
者

は
視

聴
参

加
で

き
る

よ
う

な
体

制
を

取
り

、
質

問
は

チ
ャ

ッ
ト

で
受

け
付

け
た

。

・
コ

ロ
ナ

感
染

症
拡

大
以

降
、

面
会

制
限

等
に

よ
り

入
退

院
時

の
情

報
共

有
に

課
題

が
あ

る
こ

と
は

昨
年

か
ら

把
握

し
て

い
た

。
し

か
し

、
病

院
連

携
担

当
者

と
在

宅
医

療
・

介
護

関
係

者
が

意
見

交
換

す
る

仕
組

み
は

な
く

、
課

題
解

決
に

向
け

た
取

り
組

み
が

で
き

る
体

制
が

必
要

で
あ

る
と

思
わ

れ
た

。
・

病
院

側
か

ら
聴

き
取

り
調

査
を

し
た

結
果

、
病

院
連

携
担

当
者

は
在

宅
支

援
関

係
者

が
感

じ
て

い
る

ほ
ど

連
携

の
課

題
を

感
じ

て
い

な
い

場
合

が
多

い
こ

と
が

分
か

っ
た

。
両

者
の

温
度

差
が

大
き

い
状

況
で

あ
っ

た
こ

と
か

ら
、

意
見

交
換

会
に

至
る

ま
で

の
環

境
整

備
が

必
要

で
あ

る
と

考
え

た
。

・
ま

た
、

在
宅

支
援

関
係

者
の

中
に

は
病

院
の

体
制

や
業

務
に

対
す

る
理

解
が

十
分

で
な

い
場

合
が

あ
り

、
そ

れ
が

課
題

を
大

き
く

し
て

い
る

一
因

で
あ

る
こ

と
も

判
っ

て
い

た
た

め
、

病
院

連
携

担
当

者
に

よ
る

自
病

院
の

体
制

紹
介

を
取

り
入

れ
る

な
ど

し
た

が
、

会
議

後
の

ア
ン

ケ
ー

ト
で

は
、

当
日

視
聴

参
加

し
た

在
宅

支
援

関
係

者
か

ら
「

病
院

担
当

者
と

直
接

意
見

交
換

し
た

か
っ

た
」

等
の

要
望

を
受

け
た

。
直

接
意

見
交

換
し

た
い

視
聴

参
加

者
に

と
っ

て
は

物
足

り
な

い
内

容
で

あ
っ

た
と

思
わ

れ
る

。
・

会
議

で
の

意
見

交
換

で
、

病
院

連
携

担
当

者
も

入
退

院
に

お
け

る
課

題
を

感
じ

て
い

る
が

、
在

宅
支

援
関

係
者

が
感

じ
て

い
る

「
連

携
上

の
課

題
」

と
は

相
違

が
あ

る
こ

と
が

分
か

っ
た

。
今

後
は

お
互

い
に

課
題

を
共

有
し

解
決

に
向

け
た

意
見

交
換

の
場

が
必

要
で

あ
る

。
次

回
以

降
の

意
見

交
換

会
や

交
流

会
に

活
か

し
て

い
き

た
い

。

＜
9

月
末

時
点

＞

取
組

状
況

考
察

【
運

営
委

員
の

構
成

員
を

変
更

（
病

院
関

係
者

、
介

護
職

等
を

追
加

）
】

・
昨

年
度

は
運

営
委

員
が

4
0

名
と

大
所

帯
で

あ
っ

た
た

め
、

今
年

度
よ

り
2

8
名

に
見

直
し

、
今

年
度

始
め

よ
り

南
区

介
護

サ
ー

ビ
ス

事
業

者
連

絡
会

か
ら

介
護

の
現

場
の

代
表

を
委

員
に

迎
え

た
。

ま
た

、
第

3
回

運
営

会
議

よ
り

当
連

携
セ

ン
タ

ー
が

担
当

す
る

エ
リ

ア
内

で
最

も
規

模
の

大
き

い
病

院
連

携
室

よ
り

、
新

た
な

委
員

を
迎

え
る

こ
と

が
決

ま
っ

た
。

・
3

行
政

区
の

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

は
全

1
2

セ
ン

タ
ー

有
り

、
今

ま
で

は
全

セ
ン

タ
ー

に
出

席
い

た
だ

い
て

い
た

。
今

年
度

よ
り

、
同

行
政

区
内

の
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
間

で
情

報
共

有
し

て
い

た
だ

く
こ

と
を

目
的

と
し

て
、

各
行

政
区

1
セ

ン
タ

ー
ず

つ
代

表
選

出
を

依
頼

し
た

。
運

営
委

員
が

1
2

人
か

ら
3

人
に

な
る

こ
と

で
地

域
の

状
況

把
握

に
支

障
を

き
た

す
の

で
は

な
い

か
と

の
懸

念
は

あ
っ

た
が

、
行

政
区

ご
と

の
代

表
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
が

明
確

に
な

り
、

当
連

携
セ

ン
タ

ー
が

実
施

す
る

事
業

や
研

修
会

等
へ

の
意

見
や

協
力

が
得

や
す

く
な

っ
た

。
・

当
連

携
セ

ン
タ

ー
は

、
オ

ン
ラ

イ
ン

で
運

営
会

議
を

実
施

し
て

い
る

。
運

営
委

員
の

数
が

減
っ

た
こ

と
で

、
会

議
中

に
全

参
加

者
の

顔
が

見
え

る
よ

う
に

な
り

、
意

見
交

換
が

円
滑

に
な

っ
た

。
・

介
護

サ
ー

ビ
ス

事
業

者
連

絡
会

よ
り

委
員

を
迎

え
、

当
連

携
セ

ン
タ

ー
の

事
業

運
営

や
研

修
会

の
企

画
に

介
護

サ
ー

ビ
ス

事
業

者
の

意
見

を
反

映
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

。
・

第
3

回
運

営
会

議
よ

り
病

院
連

携
担

当
者

を
委

員
と

し
て

迎
え

る
こ

と
に

な
っ

た
た

め
、

今
後

は
更

に
広

い
視

点
か

ら
セ

ン
タ

ー
事

業
運

営
に

対
す

る
意

見
を

い
た

だ
け

る
こ

と
が

期
待

で
き

る
。

【
病

院
・

在
宅

療
養

に
携

わ
る

医
療

・
介

護
関

係
者

等
に

よ
る

意
見

交
換

会
の

実
施

】
・

病
院

地
域

連
携

担
当

者
会

議
の

結
果

を
踏

ま
え

、
特

に
課

題
の

多
い

入
退

院
支

援
時

の
連

携
に

つ
い

て
の

意
見

交
換

（
事

例
発

表
と

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
）

の
実

施
に

向
け

て
、

運
営

委
員

よ
り

意
見

を
い

た
だ

き
な

が
ら

、
年

度
内

に
実

施
す

べ
く

準
備

中
で

あ
る

。

・
年

度
当

初
よ

り
病

院
連

携
担

当
者

と
在

宅
支

援
関

係
者

が
率

直
に

意
見

交
換

で
き

る
場

を
設

け
る

こ
と

を
目

指
し

て
き

た
。

病
院

地
域

連
携

担
当

者
会

議
の

実
施

に
よ

り
、

入
退

院
に

つ
い

て
の

意
見

交
換

の
場

が
求

め
ら

れ
て

い
る

こ
と

を
再

確
認

で
き

た
の

で
、

よ
り

効
果

的
に

実
施

で
き

る
よ

う
準

備
を

進
め

た
い

。

【
場
面
】
①
日
常
の
療
養
支
援

②
入
退
院
支
援

③
急
変
時
の
対
応

④
看
取
り



R
４

年
度

共
通

取
組

テ
ー

マ
【

医
療

・
介

護
関

係
者

間
の

情
報

共
有

の
推

進
】

　
報

告
書

下
京

区
・

南
区

・
東

山
区

在
宅

医
療

・
介

護
連

携
支

援
セ

ン
タ

ー

＜
３

月
末

時
点

＞

取
組

状
況

考
察

病
院

関
係

者
が

運
営

会
議

の
構

成
委

員
と

し
て

加
わ

り
、

会
議

の
場

で
病

院
の

意
見

を
聞

く
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
。

こ
れ

に
よ

り
、

病
院

が
置

か
れ

て
い

る
状

況
や

医
療

と
介

護
の

連
携

に
つ

い
て

病
院

職
員

が
感

じ
て

い
る

課
題

等
に

つ
い

て
情

報
共

有
し

や
す

く
な

っ
た

。
担

当
エ

リ
ア

内
に

は
1

7
病

院
あ

る
た

め
、

病
院

と
在

宅
関

係
者

間
の

連
携

に
向

け
て

幅
広

い
意

見
が

得
ら

れ
る

よ
う

、
他

の
病

院
関

係
者

か
ら

も
情

報
収

集
で

き
る

体
制

を
作

る
必

要
が

あ
る

。

【
病

院
・

在
宅

療
養

に
携

わ
る

医
療

・
介

護
関

係
者

等
に

よ
る

意
見

交
換

会
の

実
施

】
2

月
1

5
日

に
｢
病

院
・

在
宅

担
当

者
間

の
研

修
（

意
見

交
換

）
会

」
と

題
し

て
入

退
院

に
携

わ
る

関
係

者
を

対
象

に
意

見
交

換
会

を
開

催
し

、
入

退
院

時
に

上
手

く
連

携
で

き
な

か
っ

た
事

例
（

居
宅

編
・

施
設

編
）

の
紹

介
と

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
を

実
施

し
た

。
地

域
の

主
任

介
護

支
援

専
門

員
に

協
力

を
依

頼
し

、
建

設
的

な
意

見
交

換
が

で
き

る
よ

う
事

前
に

打
合

せ
を

重
ね

た
こ

と
も

あ
り

、
順

調
に

実
施

さ
れ

た
。

病
院

と
在

宅
で

は
療

養
環

境
、

目
標

（
ゴ

ー
ル

）
、

必
要

と
す

る
情

報
等

に
違

い
が

あ
る

こ
と

、
相

手
側

に
立

っ
て

考
え

る
こ

と
の

重
要

性
を

再
認

識
す

る
会

と
な

っ
た

。
入

退
院

支
援

だ
け

で
な

く
急

変
時

の
対

応
に

つ
い

て
も

率
直

な
話

し
合

い
が

で
き

る
よ

う
、

来
年

度
以

降
も

引
き

続
き

意
見

交
換

の
場

を
提

供
し

て
い

き
た

い
。

下
京

区
・

南
区

・
東

山
区

に
は

、
病

院
の

連
携

担
当

者
が

協
議

・
協

働
す

る
場

や
情

報
共

有
す

る
定

ま
っ

た
機

会
が

な
く

、
地

域
の

連
携

を
牽

引
す

る
中

核
と

な
る

病
院

が
な

い
。

当
面

は
当

セ
ン

タ
ー

が
病

院
一

つ
ひ

と
つ

に
対

し
て

事
業

の
協

力
要

請
や

情
報

発
信

を
行

な
い

つ
つ

、
病

院
と

病
院

間
、

病
院

と
在

宅
間

の
連

携
に

対
す

る
機

運
を

高
め

る
支

援
が

必
要

と
考

え
る

。

　
次

年
度

以
降

に
向

け
て

◆
医

療
処

置
の

必
要

な
在

宅
療

養
者

の
た

め
に

、
医

療
・

介
護

関
係

者
が

連
携

に
必

要
と

す
る

資
源

情
報

が
有

効
に

活
用

さ
れ

る
必

要
が

あ
る

。
特

に
在

宅
に

お
い

て
は

医
療

処
置

や
レ

ス
パ

イ
ト

入
院

が
で

き
る

施
設

の
情

報
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。

ま
た

、
医

療
機

関
に

お
い

て
は

地
域

密
着

型
サ

ー
ビ

ス
事

業
の

活
用

な
ど

選
択

肢
を

広
げ

る
た

め
の

情
報

が
必

要
で

あ
る

。
　

　
↓

　
　

・
病

院
連

携
担

当
者

か
ら

要
望

の
あ

る
地

域
密

着
型

サ
ー

ビ
ス

の
研

修
会

を
開

催
す

る
　

　
・

施
設

等
に

お
い

て
対

応
可

能
な

医
療

処
置

に
つ

い
て

情
報

共
有

す
る

◆
病

院
関

係
者

が
患

者
の

退
院

後
の

生
活

を
イ

メ
ー

ジ
し

て
退

院
支

援
す

る
た

め
に

は
、

入
院

中
か

ら
関

係
者

間
で

活
発

な
情

報
交

換
が

さ
れ

る
必

要
が

あ
る

。
病

院
・

在
宅

関
係

者
間

で
日

常
的

に
顔

の
見

え
る

関
係

が
で

き
て

い
る

こ
と

、
在

宅
関

係
者

が
病

院
の

特
徴

・
体

制
を

理
解

し
て

お
く

こ
と

、
病

院
が

相
談

窓
口

を
明

確
に

し
て

お
く

こ
と

等
は

連
携

を
容

易
に

す
る

た
め

に
必

要
と

考
え

る
。

　
　

↓
　

　
・

互
い

の
業

務
に

対
す

る
理

解
を

深
め

る
上

で
、

在
宅

関
係

者
が

病
院

の
特

徴
や

体
制

を
理

解
す

る
た

め
病

院
紹

介
の

機
会

を
作

る
　

　
・

利
用

者
の

状
況

等
に

つ
い

て
情

報
交

換
す

る
際

に
必

要
に

な
る

医
療

の
基

礎
的

知
識

の
研

修
会

を
開

催
す

る

◆
在

宅
関

係
者

は
入

退
院

支
援

、
急

変
時

の
対

応
場

面
で

困
る

こ
と

が
多

い
が

、
病

院
と

在
宅

関
係

者
が

関
係

構
築

で
き

る
機

会
が

少
な

い
た

め
、

課
題

の
掘

り
下

げ
が

難
し

い
。

　
　

　
↓

　
　

・
今

年
度

の
ア

ン
ケ

ー
ト

で
病

院
・

在
宅

関
係

者
双

方
か

ら
要

望
の

多
か

っ
た

意
見

交
換

会
を

継
続

し
、

地
域

の
課

題
や

連
携

に
つ

い
て

関
係

者
が

率
直

に
意

見
交

換
で

き
る

機
会

を
持

つ
。

【
運

営
委

員
の

構
成

員
を

変
更

（
病

院
関

係
者

、
介

護
職

等
を

追
加

）
】

第
3

回
運

営
会

議
よ

り
、

病
院

連
携

室
よ

り
新

た
に

運
営

委
員

を
迎

え
た

。



R
４

年
度

共
通

取
組

テ
ー

マ
【

医
療

・
介

護
関

係
者

間
の

情
報

共
有

の
推

進
】

　
報

告
書

山
科

区
在

宅
医

療
・

介
護

連
携

支
援

セ
ン

タ
ー

セ
ン

タ
ー

名
現

状
，

課
題

場
面

目
標

具
体

的
な

取
組

山
科

区
▪
緊

急
時

(急
病

時
･
災

害
時

)に
各

種
連

絡
､
情

報
伝

達
が

ス
ム

ー
ズ

に
進

行
す

る
こ

と
で

健
康

や
命

を
守

る
こ

と
に

繋
げ

る
必

要
が

あ
る

。
そ

の
状

態
が

続
い

て
い

る
こ

と
で

救
急

隊
・

医
療

現
場

に
負

担
が

あ
る

状
況

を
解

決
す

る
必

要
が

あ
る

。
令

和
3

年
度

か
ら

区
で

統
一

し
た

取
組

を
開

始
。

周
知

・
普

及
啓

発
の

継
続

が
必

要
。

③

【
医

療
･
介

護
関

係
者

間
の

情
報

共
有

の
推

進
】

中
テ

ー
マ

(緊
急

時
)

［
長

期
]緊

急
時

･
災

害
時

に
活

か
せ

る
連

携
体

制
の

強
化

。
緊

急
時

に
活

か
さ

れ
る

情
報

を
6

5
歳

以
上

の
方

が
準

備
･
持

参
し

て
い

る
。

［
短

期
]わ

た
し

の
緊

急
情

報
シ

ー
ト

事
業

の
定

着
｡
関

係
機

関
､
地

域
と

の
協

働
に

よ
る

配
布

､
活

用
､
随

時
記

載
内

容
情

報
の

更
新

。

▪
｢
わ

た
し

の
緊

急
情

報
シ

ー
ト

｣
事

業
継

続
。

1
0

,0
0

0
ｾ
ｯ
ﾄ
追

加
準

備
。

▪
定

期
的

に
ワ

ー
キ

ン
グ

チ
ー

ム
会

議
開

催
､
事

業
の

課
題

の
協

議
検

討
､
事

業
効

果
･

評
価

･
見

直
し

を
実

施
。

▪
配

布
数

､
利

用
数

の
実

態
把

握
。

▪
関

係
機

関
の

協
働

、
連

携
に

よ
る

更
な

る
周

知
､
配

布
､
活

用
の

促
進

。
▪
医

院
な

ど
セ

ッ
ト

配
布

協
力

機
関

増
。

関
わ

り
方

や
役

割
の

明
確

化
。

＜
9

月
末

時
点

＞

取
組

状
況

考
察

■
緊

急
時

の
「

情
報

共
有

の
推

進
」

と
い

う
点

に
つ

い
て

は
、

仕
組

み
と

し
て

の
形

(枠
)は

で
き

て
い

る
が

、
確

実
な

情
報

の
共

有
と

い
う

点
で

は
、

課
題

も
多

く
、

現
在

進
行

形
。

「
情

報
共

有
の

推
進

」
が

で
き

て
い

る
か

否
か

は
、

ま
だ

言
及

で
き

る
段

階
で

は
な

い
。

■
そ

れ
で

も
、

救
急

搬
送

時
、

「
わ

た
し

の
緊

急
情

報
シ

ー
ト

」
の

活
用

に
よ

り
、

ス
ム

ー
ズ

な
搬

送
、

搬
送

先
病

院
へ

の
情

報
共

有
な

ど
に

繋
が

っ
た

と
の

事
例

報
告

も
あ

り
、

緊
急

時
の

「
情

報
共

有
の

推
進

」
に

繋
が

っ
て

は
い

る
。

■
配

布
に

関
し

て
は

、
コ

ロ
ナ

禍
の

影
響

も
あ

り
、

当
初

の
想

定
よ

り
遅

々
と

し
た

状
況

。
特

に
医

療
・

介
護

関
係

者
は

業
務

が
繁

忙
な

状
況

で
ゆ

と
り

は
な

か
っ

た
。

そ
の

よ
う

な
中

で
も

、
関

係
機

関
、

地
域

役
員

の
方

々
の

協
力

に
よ

り
、

こ
れ

ま
で

約
1

0
,0

0
0

セ
ッ

ト
の

配
布

状
況

。
事

業
の

構
成

機
関

に
お

い
て

は
、

今
後

も
地

道
に

配
布

、
普

及
啓

発
な

ど
の

継
続

が
大

事
と

の
共

通
認

識
を

持
っ

て
い

る
。

■
「

わ
た

し
の

緊
急

情
報

シ
ー

ト
」

は
セ

ッ
ト

配
布

が
目

的
で

は
な

い
が

、
セ

ッ
ト

を
配

布
し

な
い

と
活

用
が

広
が

ら
な

い
と

い
う

相
反

す
る

課
題

が
、

当
初

か
ら

あ
る

。
地

域
役

員
で

は
、

配
布

が
目

的
と

思
わ

れ
て

る
方

も
い

る
よ

う
。

そ
れ

に
よ

り
多

数
の

方
々

の
手

元
に

届
い

て
い

る
状

況
も

あ
る

。
緊

急
時

に
活

か
さ

れ
る

情
報

が
記

入
さ

れ
、

適
宜

、
内

容
が

更
新

さ
れ

る
よ

う
に

、
今

後
も

協
議

検
討

を
重

ね
る

必
要

が
あ

る
。

各
関

係
機

関
の

現
状

や
対

応
可

能
な

動
き

や
関

わ
り

方
な

ど
に

つ
い

て
意

見
な

ど
を

整
理

し
、

見
え

る
化

す
る

こ
と

で
確

認
、

共
有

を
図

る
必

要
が

あ
る

。

■
ま

ず
、

緊
急

時
の

情
報

を
備

え
て

お
く

こ
と

の
必

要
性

を
知

っ
て

も
ら

う
こ

と
が

必
要

と
の

課
題

が
当

初
よ

り
あ

っ
た

。
そ

の
課

題
解

決
の

た
め

に
、

昨
年

度
、

普
及

啓
発

動
画

な
ど

を
作

成
、

Y
o
u

T
u

b
e
ア

ッ
プ

も
行

な
っ

た
が

、
再

生
回

数
は

少
な

い
。

コ
ロ

ナ
禍

に
よ

り
地

域
で

の
居

場
所

な
ど

で
の

動
画

の
活

用
が

で
き

な
い

状
況

。
D

V
D

も
作

成
。

今
後

は
居

場
所

等
の

再
開

に
よ

り
、

普
及

啓
発

動
画

視
聴

機
会

が
増

え
、

必
要

性
の

理
解

に
期

待
し

た
い

。

■
今

年
度

よ
り

「
地

域
で

A
C

P
を

進
め

る
取

り
組

み
」

と
並

行
し

て
の

ワ
ー

キ
ン

グ
チ

ー
ム

の
再

編
。

「
わ

た
し

の
緊

急
情

報
シ

ー
ト

」
の

記
載

項
目

の
「

人
生

も
し

も
の

と
き

に
参

考
に

し
て

ほ
し

い
こ

と
」

と
切

り
離

せ
な

い
こ

と
で

あ
り

、
地

域
の

方
々

、
専

門
職

双
方

へ
の

働
き

か
け

を
行

な
っ

て
い

く
。

■
あ

ら
た

な
課

題
で

は
な

い
が

、
緊

急
時

に
は

災
害

時
も

含
ん

で
い

る
。

災
害

時
個

別
避

難
計

画
作

成
(モ

デ
ル

学
区

)や
地

域
で

の
見

守
り

活
動

な
ど

、
関

連
す

る
事

案
の

情
報

や
京

都
市

の
動

き
が

関
係

機
関

の
会

議
で

も
伝

わ
っ

て
こ

な
い

こ
と

が
あ

る
。

関
係

機
関

と
の

情
報

共
有

、
意

見
交

換
、

連
携

の
更

な
る

強
化

を
図

り
、

緊
急

時
の

情
報

共
有

の
推

進
を

図
っ

て
い

く
必

要
が

あ
る

と
感

じ
て

い
る

。

｢
わ

た
し

の
緊

急
情

報
シ

ー
ト

｣
事

業
の

継
続

。
●

配
布

セ
ッ

ト
1

0
,0

0
0

セ
ッ

ト
追

加
準

備
。

⇒
上

半
期

に
配

布
セ

ッ
ト

5
,0

0
0

セ
ッ

ト
を

追
加

準
備

済
。

●
定

期
的

に
ワ

ー
キ

ン
グ

チ
ー

ム
会

議
開

催
。

事
業

の
課

題
の

協
議

検
討

､
事

業
効

果
･評

価
･
見

直
し

を
実

施
。

⇒
ワ

ー
キ

ン
グ

チ
ー

ム
を

2
回

(5
月

・
9

月
)開

催
。

ま
た

、
セ

ン
タ

ー
運

営
会

議
(第

1
回

・
第

2
回

)に
於

い
て

も
、

協
議

検
討

な
ど

を
実

施
。

●
配

布
数

､
利

用
数

の
実

態
把

握
。

⇒
毎

月
可

能
な

範
囲

で
配

布
数

の
把

握
。

メ
ー

リ
ン

グ
リ

ス
ト

に
て

関
係

機
関

で
適

宜
、

活
用

事
例

報
告

等
情

報
共

有
。

●
関

係
機

関
の

協
働

、
連

携
に

よ
る

更
な

る
周

知
､
配

布
､
活

用
の

促
進

。
⇒

各
関

係
機

関
の

協
働

、
連

携
に

よ
る

機
会

を
捉

え
て

の
普

及
啓

発
継

続
。

普
及

啓
発

動
画

D
V

D
の

作
成

。
市

民
し

ん
ぶ

ん
区

民
版

へ
の

掲
載

等
。

●
医

院
な

ど
セ

ッ
ト

配
布

協
力

機
関

増
。

関
わ

り
方

や
役

割
の

明
確

化
。

⇒
協

力
可

能
な

開
業

医
で

の
セ

ッ
ト

配
布

開
始

。
薬

局
(訪

問
薬

剤
師

)等
で

の
セ

ッ
ト

配
布

も
開

始
。

4
項

目
(配

布
・

周
知

及
び

普
及

啓
発

・
利

用
や

活
用

・
地

域
や

他
機

関
と

の
連

携
)に

つ
い

て
、

各
機

関
に

お
け

る
現

状
や

今
後

対
応

可
能

な
こ

と
に

つ
い

て
書

面
に

て
聴

取
。

第
3

回
運

営
会

議
に

て
関

わ
り

方
な

ど
の

見
え

る
化

に
よ

り
確

認
、

共
有

予
定

。

【
場
面
】

①
日
常
の
療
養
支
援

②
入
退
院
支
援

③
急
変
時
の
対
応

④
看
取
り



R
４

年
度

共
通

取
組

テ
ー

マ
【

医
療

・
介

護
関

係
者

間
の

情
報

共
有

の
推

進
】

　
報

告
書

山
科

区
在

宅
医

療
・

介
護

連
携

支
援

セ
ン

タ
ー

■
ま

ず
、

緊
急

時
の

「
情

報
共

有
の

推
進

」
と

い
う

点
に

つ
い

て
は

、
上

半
期

の
報

告
と

同
様

に
、

仕
組

み
と

し
て

の
形

(枠
)は

で
き

て
い

る
が

、
確

実
な

情
報

の
共

有
と

い
う

点
で

は
、

ま
だ

ま
だ

課
題

も
多

く
、

現
在

進
行

形
で

あ
り

、
「

情
報

共
有

の
推

進
」

が
で

き
て

い
る

か
否

か
は

、
ま

だ
言

及
で

き
る

段
階

で
は

な
い

と
い

う
点

で
は

同
様

で
あ

る
。

■
救

急
搬

送
時

の
｢
わ

た
し

の
緊

急
情

報
シ

ー
ト

」
の

活
用

事
例

は
、

今
年

度
1

0
月

に
1

事
例

。
ス

ム
ー

ズ
な

搬
送

、
搬

送
先

病
院

へ
の

情
報

共
有

な
ど

に
繋

が
っ

た
と

の
事

例
報

告
も

あ
り

、
緊

急
時

の
「

情
報

共
有

の
推

進
」

に
繋

が
っ

て
は

い
る

。
配

布
数

に
対

し
て

、
4

事
例

は
少

な
い

の
で

は
…

と
の

声
も

あ
っ

た
が

、
山

科
消

防
署

の
担

当
者

に
よ

る
と

、
救

急
搬

送
件

数
の

高
齢

者
の

割
合

な
ど

か
ら

鑑
み

る
と

少
な

い
数

で
は

な
い

と
思

わ
れ

る
と

の
こ

と
。

■
配

布
に

関
し

て
は

、
下

半
期

、
地

域
活

動
が

徐
々

に
再

開
し

て
い

る
こ

と
も

あ
り

、
上

半
期

よ
り

も
配

布
数

は
や

や
伸

び
て

は
い

る
。

関
係

機
関

、
地

域
役

員
の

方
々

の
協

力
に

よ
り

、
こ

れ
ま

で
約

1
1

,0
0

0
セ

ッ
ト

の
配

布
状

況
。

事
業

の
構

成
機

関
に

お
い

て
は

、
今

後
も

地
道

に
配

布
、

普
及

啓
発

な
ど

の
継

続
が

大
事

と
の

共
通

認
識

で
あ

る
。

■
区

民
公

開
講

座
に

お
い

て
は

、
普

及
啓

発
動

画
「

持
っ

て
て

よ
か

っ
た

わ
た

し
の

緊
急

情
報

シ
ー

ト
」

は
、

わ
か

り
や

す
い

と
好

評
で

あ
っ

た
。

ホ
ー

ル
外

の
コ

ー
ナ

ー
で

は
、

セ
ッ

ト
7

6
セ

ッ
ト

配
布

、
個

別
で

説
明

や
記

入
対

応
に

あ
た

っ
た

。
ま

ず
、

知
っ

て
も

ら
う

こ
と

が
必

要
で

あ
り

、
関

係
機

関
の

一
人

一
人

が
機

会
を

捉
え

て
の

伝
え

て
い

く
こ

と
を

意
識

す
る

こ
と

が
大

事
で

あ
る

。

■
緊

急
時

の
情

報
を

備
え

て
お

く
こ

と
の

必
要

性
を

知
っ

て
も

ら
う

た
め

の
普

及
啓

発
動

画
の

Y
o
u

T
u

b
e
ア

ッ
プ

も
再

生
回

数
が

伸
び

ず
、

な
か

な
か

浸
透

し
て

い
な

い
現

状
は

あ
る

。
D

V
D

作
成

す
る

も
1

ヶ
所

で
の

利
用

報
告

の
み

。
次

年
度

、
コ

ロ
ナ

禍
以

前
の

地
域

活
動

の
再

開
に

よ
り

、
周

知
や

動
画

視
聴

機
会

が
増

え
、

必
要

性
の

理
解

に
期

待
し

た
い

。

■
(上

半
期

同
様

)緊
急

時
に

は
災

害
時

も
含

ん
で

い
る

。
災

害
時

個
別

避
難

計
画

作
成

(モ
デ

ル
学

区
)や

地
域

で
の

見
守

り
活

動
な

ど
、

関
連

す
る

事
案

の
情

報
や

京
都

市
の

動
き

が
関

係
機

関
の

会
議

で
も

伝
わ

っ
て

こ
な

い
こ

と
が

あ
る

。
関

係
機

関
と

の
情

報
共

有
、

意
見

交
換

、
連

携
の

更
な

る
強

化
を

図
り

、
緊

急
時

の
情

報
共

有
の

推
進

を
図

っ
て

い
く

必
要

で
あ

る
と

感
じ

て
い

る
。

「
わ

た
し

の
緊

急
情

報
シ

ー
ト

」
事

業
の

継
続

■
わ

た
し

の
緊

急
情

報
シ

ー
ト

事
業

は
、

令
和

５
年

4
月

末
で

開
始

か
ら

2
年

経
過

し
、

事
業

評
価

を
す

る
必

要
が

あ
る

。
 こ

の
事

業
に

関
わ

る
専

門
職

へ
調

査
を

し
、

｢
 ①

専
門

職
が

関
わ

る
対

象
者

へ
の

普
及

状
況

」
「

②
専

門
職

の
事

業
へ

の
協

力
、

実
動

状
況

」
を

把
握

す
る

。
そ

の
結

果
を

事
業

評
価

の
一

つ
と

す
る

。
ま

た
、

次
年

度
の

普
及

啓
発

活
動

の
検

討
に

活
用

す
る

。
ケ

ア
マ

ネ
ジ

ャ
ー

、
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
職

員
、

病
院

M
S

W
、

そ
の

他
主

な
協

力
関

係
機

関
な

ど
専

門
職

一
人

一
人

に
調

査
を

行
な

う
。

概
ね

の
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
：

5
月

調
査

→
6

月
集

計
→

7
月

ワ
ー

キ
ン

グ
チ

ー
ム

で
の

協
議

検
討

→
8

月
運

営
会

議
で

の
協

議
検

討
。

■
上

記
、

調
査

を
行

な
う

こ
と

に
よ

り
、

専
門

職
の

「
わ

た
し

の
緊

急
情

報
シ

ー
ト

」
へ

の
意

識
の

向
上

に
繋

が
る

。

■
こ

れ
ま

で
の

概
ね

の
配

布
数

は
把

握
で

き
て

い
る

が
、

実
際

の
利

用
が

で
き

て
い

る
の

か
な

ど
、

実
態

が
つ

か
め

て
い

な
い

状
況

。
次

年
度

は
、

地
域

で
の

活
動

が
コ

ロ
ナ

禍
以

前
の

状
況

に
近

づ
く

こ
と

も
予

想
さ

れ
る

た
め

、
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
や

地
域

役
員

等
と

連
携

、
学

区
ご

と
の

地
域

ケ
ア

会
議

も
把

握
の

機
会

に
繋

げ
る

。

■
次

年
度

も
ワ

ー
キ

ン
グ

チ
ー

ム
と

し
て

は
、

当
初

は
前

年
度

同
様

に
｢
A

C
P

を
進

め
る

取
組

｣
と

併
せ

て
の

ス
タ

ー
ト

、
状

況
に

よ
り

今
後

の
ワ

ー
キ

ン
グ

チ
ー

ム
の

メ
ン

バ
ー

や
内

容
に

つ
い

て
、

運
営

会
議

で
協

議
検

討
。

■
次

年
度

、
9

月
1

3
日

に
区

民
公

開
講

座
を

開
催

予
定

。
講

演
テ

ー
マ

は
、

A
C

P
に

繋
が

る
内

容
で

あ
る

が
、

昨
年

同
様

に
「

わ
た

し
の

緊
急

情
報

シ
ー

ト
」

事
業

の
普

及
啓

発
の

機
会

と
す

る
。

ま
た

、
さ

ま
ざ

ま
な

機
会

を
捉

え
て

普
及

活
動

を
続

け
る

。

■
次

年
度

、
区

と
し

て
介

護
サ

ー
ビ

ス
事

業
者

等
連

絡
会

(各
サ

ー
ビ

ス
ご

と
の

横
の

繋
が

り
、

集
ま

り
)の

基
盤

づ
く

り
、

区
の

取
組

等
を

含
め

、
必

要
な

情
報

が
行

き
届

く
仕

組
み

作
り

を
検

討
中

。
わ

た
し

の
緊

急
情

報
シ

ー
ト

」
事

業
に

つ
い

て
も

、
広

く
介

護
サ

ー
ビ

ス
事

業
所

へ
の

周
知

や
協

力
連

携
体

制
に

繋
が

る
。

■
緊

急
時

に
は

災
害

時
も

含
ん

で
い

る
。

介
護

サ
ー

ビ
ス

事
業

者
に

お
け

る
B

C
P

計
画

策
定

と
直

接
は

結
び

つ
か

な
い

が
、

京
都

市
の

災
害

時
個

別
避

難
計

画
作

成
の

策
定

の
動

き
も

あ
る

中
で

、
支

援
者

の
災

害
時

へ
の

備
え

の
関

心
も

高
ま

っ
て

い
る

。
わ

た
し

の
緊

急
情

報
シ

ー
ト

の
必

要
性

を
認

識
し

て
も

ら
え

る
機

会
で

も
あ

る
。

■
上

記
の

よ
う

な
状

況
を

関
係

機
関

で
把

握
・

共
有

し
た

上
で

、
こ

の
事

業
の

目
標

を
関

係
機

関
で

再
確

認
、

意
識

し
つ

つ
、

形
骸

化
す

る
こ

と
な

く
、

持
続

可
能

な
有

効
な

利
用

に
繋

が
る

よ
う

、
ワ

ー
キ

ン
グ

チ
ー

ム
及

び
山

科
区

在
宅

医
療

・
介

護
連

携
推

進
協

議
会

と
し

て
取

組
を

行
な

う
。

ま
た

「
情

報
共

有
の

推
進

」
と

い
う

視
点

も
常

に
携

え
て

臨
め

る
よ

う
、

取
組

を
行

な
う

。

｢
わ

た
し

の
緊

急
情

報
シ

ー
ト

｣
事

業
の

継
続

。
(下

半
期

)
●

配
布

セ
ッ

ト
1

0
,0

0
0

セ
ッ

ト
追

加
準

備
。

⇒
 上

半
期

に
5

,0
0

0
セ

ッ
ト

準
備

。
下

半
期

に
も

5
,0

0
0

セ
ッ

ト
準

備
予

定
で

あ
っ

た
が

、
在

庫
数

よ
り

下
半

期
の

追
加

準
備

は
な

し
。

次
年

度
の

配
布

状
況

に
よ

り
次

年
度

追
加

検
討

。

●
定

期
的

に
ワ

ー
キ

ン
グ

チ
ー

ム
会

議
開

催
。

事
業

の
課

題
の

協
議

検
討

､
事

業
効

果
･評

価
･
見

直
し

を
実

施
。

⇒
 ワ

ー
キ

ン
グ

チ
ー

ム
を

３
回

(1
1

月
・

1
2

月
・

3
月

))
開

催
。

セ
ン

タ
ー

運
営

会
議

(第
３

回
・

第
４

回
)に

於
い

て
も

、
協

議
検

討
な

ど
を

実
施

。

●
配

布
数

､
利

用
数

の
把

握
⇒

毎
月

可
能

な
範

囲
で

配
布

数
の

把
握

(セ
ッ

ト
配

置
協

力
機

関
)。

●
救

急
搬

送
時

確
認

事
例

報
告

等
情

報
共

有
。

今
年

度
下

半
期

1
事

例
。

事
業

開
始

後
4

例
目

。

●
関

係
機

関
の

協
働

、
連

携
に

よ
る

更
な

る
周

知
､
配

布
､
活

用
の

促
進

。
⇒

各
関

係
機

関
の

協
働

、
連

携
に

よ
る

機
会

を
捉

え
て

の
普

及
啓

発
活

動
を

継
続

。
1

2
月

に
は

A
C

P
に

関
し

て
の

区
民

公
開

講
座

を
山

科
区

在
宅

医
療

・
介

護
連

携
推

協
議

会
と

し
て

開
催

。
幕

間
に

｢
わ

た
し

の
緊

急
情

報
シ

ー
ト

｣
普

及
啓

発
動

画
上

映
、

シ
ー

ト
配

布
コ

ー
ナ

ー
等

設
け

る
。

そ
の

他
、

普
及

啓
発

(Y
o
u

T
u

b
e
ア

ッ
プ

継
続

と
D

V
D

に
よ

る
地

域
居

場
所

や
イ

ベ
ン

ト
で

の
上

映
)な

ど
。

区
役

所
で

の
周

知
パ

ネ
ル

に
よ

る
普

及
啓

発
継

続
。

●
医

院
な

ど
セ

ッ
ト

配
布

協
力

機
関

増
。

関
わ

り
方

や
役

割
の

明
確

化
。

⇒
 下

半
期

に
配

布
協

力
機

関
の

増
は

な
し

。
急

遽
、

下
半

期
に

区
民

公
開

講
座

を
開

催
し

た
こ

と
も

あ
り

、
第

3
回

運
営

会
議

に
予

定
し

て
い

た
関

わ
り

方
や

役
割

の
明

確
化

に
つ

い
て

は
保

留
。

次
年

度
専

門
職

向
け

の
普

及
状

況
の

把
握

な
ど

も
行

な
っ

た
上

で
検

討
を

行
な

う
。

次
年

度
普

及
状

況
調

査
に

向
け

た
協

議
検

討
、

実
施

に
向

け
た

準
備

を
行

な
う

。

　
次

年
度

以
降

に
向

け
て

＜
３

月
末

時
点

＞

取
組

状
況

考
察




